
歓 堆 きゆう麗による期土壊への微量要素補給効果

1.背 景と特徴

従来よリー地力の問亀に関連 してをた:宅の効果云 々が論じられているが、土壌
への数量要素

供給i原としての堪既理を考えた場合、その効果は確実とされながらも意外に具体的なデ
ータ

が少なく説得力に欠ける献があったと思われる。

そこで准座肥の施用に特に注意をはらっている捜家の多い軽米町車 Fl地区に
ついて畑土壌

の詢査、及び化学性の検討をおこなった結果、特に堆厩肥の施用が土壊
の散要素含量に著 し

い影響を及ぼ していることが認められた。

また、一戸町喪や山の野菜農家のギ■には牲畷肥を多投 して多泉種をあげ
ている機家がある

一方、小沢栄太郎氏のように過去 25年 間全 く堆屈組を施用せずに、若子
の乾燥鶏主は使用

するものの化学肥料主体の肥培管理で後れたそ柴作りをしている農家も見̀ 受けら
れる。そこ

で小沢氏の闇場についても検討をおこなったところ若子の知見を得た
ので併せて報告 し普及

上の参考事項としたい。

2 技 術内容

畑地における地力の消耗は、水田より以上に激 しく、倣登要素
の欠乏も発生 じやすい。 し

たがって、このような微量要素の欠乏摯帯では、土壌改良資材
による敬量要素補結も必要で

あるが、堆きゅう魁の多施用ならびに運用による補給が、有撲物補給
と洞まって有効である。

3 普 及上の留ま点

綱姓に対する雅段肥の地用効果は散量要素の補給という面で明らかであ
る。しかし、もと

もと故駐要求の欠乏した地帯で堆配肥源が畑作物
の残tS‐等である場合は鉄最要素の不足した

堆匠R巳になることも考えられるので (水締わらを原料
にすればほとんどその危険性状ない )

微社要素i市構を含めた合理的施肥が大切である。

と 話 でi城績の■事

(1)調 査課題名

土きゅう号これキ1による散t要 素′)補結効果調査

(21 轟主年次及場所

報却 30年   九 戸部軽木町車円

二戸部一戸町奥「や山

其試本均

13)3捉こ万よ   上 i英うヽ子とおよび土襲分析
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14,  評可子義孫古車冬

け 年 門れに        ,

(ラう |ユ換性の十i上、加理及び補助りん確の合,は 堪院肥多用畑>堆 駆把少対組>推 既肥

焦施用の軟準畑であった.

匂 牧 草押1には転炉石ス辛の石灰女材が多技きれていることもあり、産輿4空石灰争長iは

准極肥夕′月t劇>ナに明肥無施用ウ,枚車用>荘 幅肥少ナ'刺であった。

(ウ 敬 豊要棋ほ虹Fi、IⅢl、おi著が堆幌鴨多用☆1>桂旺肥少舟期>雅 概旭無施用の牧車組

でとりわけ比鈴、胡業は准既鳩施用組では正常 で あるが堆既把無施用の状革輯では

欠乏艇界に進 していた。また銅はもともと祝欠乏地帯でもありいずれも欠芝水準であ

ったが荘旺‖地施用期の争量が高かった。

e 牧 草畑の鉄、インザン含骨:よ転炉石火多枝の形響を支けており、扶については堆既

R慢施用の影響は判然としなかったどまた、マンガン含量は堆既肥多用畑と堆概肥無

抗用び)牧草瑚がほぼ同水準で、かろうじて欠乏をまぬがれているが、堆既肥少用期は

すでヤ1欠乏状態であった。

0 1た 中山地区

の 堆 既肥多用畑は111比】主少用IHに比べ、多tt要求、微牡要素ともに多い師向にあるこ

とは,t門地区と同様であり、また収登水準も高い。

の 一 方、無雑肥畑は有効りた,酸が著 しく多 く、1枚駐努素でiまマンガン、銅、藍1鈴含量

が牲屈肥流用k聞と比べて低い傾向であった。右幼りん最舎母の高いのは化学把料多施

の影響であった。

0 三 高場とも、鉄、輸は欠乏水i事であり、無堆糧瑠でよマンガンも欠乏している。そ

ナt′にもかかわらず、二tin場で向1!又駐を得ているのはIF二:がそ業であるためと考えられ

夕う。そ学は一技に、塩桂、リスュiや、十三1素等の弾☆車i!ま多い,1 故、知、マンガンの要

求キlit itⅢl拘少ない (欠だが発手こと″にくい ).

的 に って愉作による苦逸t組|ドF十夕の作件がおこなわ声したメを合、事粧のままのう性iそ管甲Fで

は収ftの低下がいそF営ヤLム。

(》  モ亀岳式えiくヤ手

の 雅 ね「十1置連用直 ( 1 4 !牛i司荘用 )はネた既,芭芦i施用区に比べて土殺中の飲士要素合毎:の

高いことラ' i  i f !冷L , 1た。

l T )など二tについてもサほ十イ; |せ姫対区において、その命批が高くユi上、加豊について出音で

あった。
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15)主 要沈景の具体的テーター

字門 :採板土壌 (洋土 )の性質と栽嗜作物
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上壌の化学性 (す波分析 )

ぱ
・
|¬ 飯 蘇 T ~ r  i ~ 十 三下

十 一‐

「 召 魔 蒐 :塁 ( り ) F 5 ス ノ該 1 有 効 りん 鹸 (押ワ ) ‐

1承
…
豪侍材荒を若

~T下
暦石種i°訴T扇 1 9 7 1  2 8  !  1 9 1  8 8 6 1  ユ 3. 2 1  2 8 0

2 1 8ど 1 1 1 4 9 8 1 5 7 1  5 . 2 1  3 8 1 1  1 0 1  7 7 1  1 , 2 6 5 1  1 9 6 1  キ
ユ |

319.1を 13801 6.0 1 471 3241 141 371 1ャ 1181 も .8i 19均

姓
|・ 1帥 |ぅ4 6 1る キ l . 9 1拒 6 1  3 2 1閉 1  搬 o l批 6 1 4ユ を

既 1717,091キ 111 5.4 1 4`81 多 721  14 1 2Ⅲ 1  0611 16.8 1 阜 8ゃる

肥 1 9 1 ' い 1 生
u l  a O I ' 0 1 潟 8 1  ■

1 郷 1  郵

3 1 革 沌

1 1 1 7 .Ⅲ 31を .81 1  1 4 1  5 3 1  2 7 2 1  2 1  1  2 2 1  7 3 4 1  2 7 . 6 1  3 0 . 5

121G.0313581″ じ.3 5.1  1    317  1    25  1    70  1     707 1   29.2  1   85.5

1317.091強 .111 8.8 1 5`81 5321 361 341 6121 駅 〕.81 47.0

細 I M  I 期 | ? ・| | ユ
7 1 i 3 1 韓 5 1  郷

1 秘 1  範

7 1 伽

1 帆

お

11, i10.80 1 6 26 1  15 7  1   tt.9 1    310 1    19  1    20  1   1,345 1   13.6  1   35.5

28 18.14 1 41.90 i  tも .じ  1   4 8 1    じ じよ 1    25  1    97 1  1.235 1   ]4.3 1   39.3

み'. 18.14 1″ li90 1  5.7 1  4.7 1   295 1    9 1   22 1  1,205 1  13.2 1  29.2

・と 1 7, 09 1 4 11  1   5,1 ■7+~2361~1■T261 8271町 41T182'

. 1 5 1 ユ
7 Ⅲ
1 3 8 2 1 船

5.l l    ユ 村1 1     11  1    16  1     3■ 2 1    3 8  1    3 0

醍 1 志| な4 2 1 3 7 2 岳・9  1   5.1 1    1ヽ )5 1      ?  |    ル 0  1    878 1    7.1  1   18.0

料 1 出 1 品 1 上
側
1 開 1 川 | あ

9 1 9 1 ぬ
l h 剣 1 私

4 1 留

)堀 1必ot ia 14 1r14 00 1  6 5 5 ユ l    ti!を 1    23  1    37  1   1.232 1    3 5  1    8 5

中 l m  l 諭 | 1 市 1 納 1 捌 1 抑 I  F I W 品 I  Y I l w
|“_、| _、 |  _ 十  __1

二
丁ギ尭拭卦1静十拭

317 1     16  !    と 4  1   1.200 1    5 Z I1  12 る

646+~嗅81 得 1再可 trT巧 丁

i‖勝厚1買1革1猟|十111下1夏1耳
!,11 1  1   1   1   1    1

・

1 1 ご1 削 | 1 沖 | ぅ ぉ_ユ 比 土 里 ユ 望 l r生 ■_r‐ _生 ェ

五 ;十

上

誌 十 ☆ 十

｀

話 十率用坦卜的it車 =穴l iol,71 凱|:

邸 如 主 義 題 亜 亜 拒
臣韮 =と主

i81 輔1 41 ヽ+1品!ぃ ||・9

一 抑  一



土壊の化学性 (微量要素 )
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農試本場 :土壊改造の持続効果判定試験
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5 参 考資料

岩手農試 地 力保全対策調査成績書 (昭 49)(一 部報告 )

畑土凝における堆囲肥の役害l  (捜 園 50巻 10号 )
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